
２０１３平和行動 in「ヒロシマ・長崎大会」 

 

２０１３連合平和行動in「ヒロシマ・長崎大会」が、ヒロシマ大会は８月 ４

日（日）～ ６日（火）の日程で、長崎大会が、８月 ７日（水）～ ９日（金） 

の日程で開催されました。 

 ヒロシマ大会には、１３名が参加し、以下の行動を行いました。 

８月 ４日（日） 移動 

８月 ５日（月）「ピースウォーク」（原爆ドーム・平和記念公園モニュメント） 

「連合２０１３平和広島集会」(上野学園ホール) 

「ピース・キャンドル」   （原爆ドーム） 

８月 ６日（火）「広島市平和祈念式典」     （広島平和記念公園） 

参加者 
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 3日間の平和行動を通して、多くの貴重な経験をさせていただきました。 

 最も印象に残っているのは「平和記念資料館」で見た真っ黒に焦げたお弁当箱です。それは子

どもの遺体から見つけられたものでした。食料のない時代に母親が詰めてくれたお弁当を大事に

抱えたまま亡くなったと思うと心が苦しくて堪りませんでした。 

 また、平和集会での被爆者の講演では日常が非日常になった瞬間、映画やテレビでは知ること

がなかっただろうことなど、実際に被爆した方でないと伝えられない話を聞くことができて貴重

な経験となりました。 

 私の祖父は戦時中、通信の係りで広島にいたことがあり、原爆投下の前日くらいに広島から帰

ったと聞いています。もし祖父が広島で被爆していたら私は生まれていなかったかもしれないと

考えると、今回広島での平和行動に参加できたことは大きな意義があったと感じます。 

 原爆の恐怖は被爆した方でないと分からないことであり、戦争を経験したことのない私たちが

それを伝えていくのは難しいことですが、目を背けず、戦争を学び次世代に戦争・原爆の恐怖、

平和の尊さを伝える努力をしなければならないと思いました。 

新庄市職労 阿部智恵 

 

 

氏　　　　名 性別 所　　　　属 氏　　　　名 性別 所　　　　属
連合酒田飽海地協（ＪＰ労組） 連合北西村山地協（ＪＡＭ）

ＪＰ労組酒田地方支部 ＴＰＲ工業労組
連合酒田飽海地協（県教祖） 連合山形地協（電力総連）

県教組酒田地区支部 東北電力労組
連合鶴岡田川地協（ＪＡＭ） 連合山形地協（電力総連）

マーレエンジンコンポーネンツジャパン鶴岡労組 東北電力労組山形支部
連合鶴岡田川地協（ＪＰ労組） 連合置賜地協（電機連合）

ＪＰ労組鶴岡地方支部 米沢電線労組
連合新庄最上地協（自治労） 連合置賜地協（電機連合）

新庄市職労 ルネサス北日本セミコンダクタ労組米沢支部

連合新庄最上地協（自治労） 連合山形
新庄市職労

連合北西村山地協（ＪＡＭ）
エムテックスマツムラ労組
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長崎大会には、代表派遣で連合山形酒田飽海地協阿部事務局長が参加し、以

下の行動を行いました。 

８月 ７日（水）「ピースウォーク」（長崎平和公園・原爆落下中心地公園） 

８月 ８日（水）「連合２０１３平和長崎集会」 （長崎県立総合体育館） 

８月 ９日（木）「原爆犠牲者慰霊平和記念式典」（長崎平和祈念公園） 
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ヒロシマ大会 

 

 

 

 

 

                           長 崎 大 会 

 

 ８月４日から９日までの６日間、平和行動ＩＮ広島、長崎に参加させて頂きました。 

 ８日に行われた連合平和行動ＩＮ長崎では、被曝者がやっと自分の口から伝えることができるよ

うになったということと、原爆投下直前まで幸せな家庭だったのが、一瞬で自分ひとりぼっちとな

ってしまったことなど、涙ながらに今の世代に伝えなければならないという思いが切に伝わってき

ました。 

 二度と起こしてはならない記憶を今の世代にいかに引き継いでいったらよいのか・・・ 

これからも続くであろうこの平和集会や運動から、実際に体験してない私達が伝えて行かなければ

ならない現実に、これからの困難さを痛感せずにはいられませんでした。 

 １人でも多くの方から見て、聞いて、参加し、考える機会を絶やしてはならないと痛切に感じた

６日間でありました。最後に今回の平和行動に参加された団員の皆さんからは団としての団体行動

に絶大なご協力を頂きましたこと感謝を申し上げます。 

連合山形酒田飽海地域協議 阿部秀徳 

 


